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第1篇　季節的変動並びに日差
　人および種々の動物の血球が低温において，自
家同型または他型∬匹清において，凝渠される現象
即ち寒冷血球凝集反応は，1889年にHaymが肝
硬変に認めたのを始めとし，　その後Durham＆
Blandford（1890）bがトリノミノゾーマに罹患した動
物において，Askoli］h，　Kanthakが海狡，鶏におい
て，Landsteiner（1900y：．）は健康馬，家兎，牛，海
独，鶏において本反応を認め，Biffi（1903）4）はこ
の反応における凝集素は健康人血清中にも存する
ことを記述し，さらにClough＆Richter（1918fh
により本凝集素に対して初めて寒性凝集素と名付
けられ，0～5。Cの問に最も活淡な作用を表わすこ
とを指摘した。それ以後本反応は，物理的化学的
にもStats＆Wasserman6、，　Richter（1918）に，よ
り研究されてき’た。
　その後1941年にはMeikeljohn7）が原発性非定
型肺炎の患者においで，本反応が著しく上昇する
ことを認め，Rich（1944）’9’）とReimann（1944）mも
同様のことを発表して以来，ますます注口せられ，
当敢室においても嘉戸氏が原発性非定型肺炎患者
の血清の凝集価の陽性限界について報告してい
る。しかして本反応に個人的差異のあることは衆
知の事実であり，年齢的相違も認められ，これ等
に関してはTlhomson　u．　Kettel‘O）南風原11）の発表
を児，嘉戸12）もそれについて実験を行った。
　そこで私は各個人の日差及び季節的変動につい
て推計学的に検討することを企てた。
実験材料並びに実験方法
A．賓駿材料
　 ）血清は札幌市某小苧校の1学年より6学年生徒中無
作為抽出により撰ばれた64名の児童の血浩につぎ季節的
変動を検し，日差は当札幌医大勤務者の健康成人15名に
つき検した。
　2）血球浮遊液は0型人赤ML球浮遊液を用いた。無菌的
に採取んる3．8％血沈用チトラート加0型人血液を遠沈し，
上清液を捨てた後，生理的食塩水を数mm加えた血球の浮
遊液を作り，再び遠沈する。この躁作を3回繰返えし血清
を洗った後，日盛り付きスピッツグラスに」血球浮遊液を入
れ，毎分1，500回転。15分闇遠沈を行い，上清を捨て，容
量により1％の赤並L球浮遊液を作る。
1）　Durham　＆　Blandford：　Proc．　Roy．　Soe．　B，　74
　（1898）．
2）　Askoli　：　MUnsch．　Med．　Wschr．　48，　1239　（1901）．
3）　Landsteiner：　Mtinseh．　Med．　Wschr．50，1818（1903）．
4）Bi租＝　AnnL　d．　hygiene　Sperimen七ale・194（1903）．
5）　Clough，　M．C．　＆　Riehter，　1．　M．　：　BulL　Johns　Hop－
　kins且osp．29，86（1942）・
6）　Stats，　D．　＆　Wasserman，　L　R．　：　Medicine　22，　363
　（1943）．
7）　Meikeljohn：　Proe，　Soe，　Exper．　Biol．　＆　Med．　54，
　　181　（1943）．
8）　Rieh，　C．　B．，　Rae，　M．V．　＆　MoGoey，　C．」．：　Canad．
　　M．　A．　J．　51，　239　（1944）．
9）　Reirr）ann，　H．　A．：　Arch．　lnt．　Med．　74，　280　（1944）．
10）　Th mson　et　al．：　Handbuch　d．　Blutgruppenkunde
　　38　（1932）．
11）南尽原：－台湾医学雑誌32，1191（昭8）．
12）嘉戸：札医紀要1，105（1950＞．
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　3）ヴイダール反応用小試験管及び試験管台
　4）　1m¢の血満試験用ピベツト
　5）　生理白勺食塩水
B．實瞼方法
　各10本の試験管を2列に並べる。1列目の10管にO．2
m¢つつ生理的食塩永を分注する。1列国の第1管には血清
0・2m¢を加え，第9管の試験管まで稀釈する。第10管は
対照として生理的食塩水のみとする。にの際血清は2倍よ
り512倍まで稀釈される）。2列目の第1管には0．4m2，第
2管目より0．2m¢づっ生理的食塩水を分注し，血蒲は第1
管目に0．2m¢入れ，よく混じ，その中O．4m¢をとり，　O．2
m¢を捨て，0．2m¢を第2管目に入れ，以後倍数稀釈する
にの際血清は3倍より768倍に稀釈される）。但し季節的
変動は1列目の試験管のみを用いた。
　YXいで屯倉に1％0型血球浮遊液を1滴づっ滴下し（即
ち盲管ともO．15％の血球遊液となる），充分振越後0～4。G
の水室内に6時聞良識しアグルチノスコープを使用し判是
、した。
実験成績
A．季節的攣動
　季飾的変動について先人の成績は，猪狩，及び石橋氏の
報告を見るに過ぎず，しかも日干は同一人についての変動
を見ていない。．そこで私は無作為抽出により撰ばれた健康
と思われる小児64名について各季節毎に同一人の血清で
本反応を施行して見た。各季節の凝集価は第1表のとおり
である。そこでこれを推計挙的に検討して見ると，家のと
おりである。
　各季節の平均凝集価を求めると
　5月の平均凝集価sエは
　　　log　x’　i＝　94．0532÷64　＝　1．4695
　　　∴xT＝29　即ち5月は29倍である。
　同様に7月は
　　　log　yx［・］＝74・8148÷64＝1．1689
　　　∴s「＝＝　14　　即ち7月は14倍となる。
　更に9月は
　　　log　x’J‘s＝　85．2275÷　63　＝　1・3528
　　　　晃＝22．5　　即ち9月は22．5倍となる。
　また12月は
　　　log　］T’4＝　83．3881÷63　H一　1．3236
　　　　馬二21．6　即ち12月は21．6倍となる。
　以上の平均擬集価を図で示すと第1図の如くなり，5月
が最も高く，7月が最も低く，9月から12月目その中間値
を示している。果してこの4郡の平均凝集価にそれぞれ，
有意の差があるか否か差の検定を試みる。
第1表　寒冷1血球凝集反応の季節的変動
　　　　一三　集　価
No’・月・月9’獅P・・月
??????????????????? ?? ??? ????????????????????????????
???
1
? ? ??． ?? ? ?
No．
　凝　集．＿価
・月・月i・月1・2月
???????? ? ?? ? ?? ?? ? ? ??
．????????????
??
1）　5月と7月の闘
　　5月置工数即ち　　Ni＝64
　　　　　　　　　10gk1＝1．4695
　　　　　　　　　　　ヨ分散不偏推定量　　U，：＝・O．1207
　　7月：例数即ち　　N2＝64
　　　　　　　　　10g叛二1．1689
　　分散不偏推完量　U2＝0．1207
　そこで
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　　　　　　　　　　3）　5月と12月の問
　　　　　　　　　　　F＝1．08で2群の母分散の問に差iはない。
　　　　　　　　　　　Ue　＝　O・4917
　　　　　　　　　　iti＝1．67〈1．98
　　　　　　　　　以上で5％の危険率でこの2群の聞に有意の差はない。
～A政
　　　制　育　　7　　9　　々
　　　　第1図　寒冷血球凝集価の季節的変動
　　　　　　ul　　O，1804
　　　　F＝ポ石1・面．＝1’494
　F分布表より二つの母分散に差があるとは認められない
　5月と7月の2群をまとめて一つにした時の共通分散不
　　　　　　　偏推定量をU4とすれぽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ、ul一（N－1）×UI十（N2－1@　N1一トN2－ ）Ui
　　　　一（64－1）0・1804＋（64－1）0・1207．　．．O．ISO55
　　　　　　　　　　64一ト64－2
　　　Uo＝0．3879
　従って
1‘i」?諺L1鐸野舗
　　　t分布表によりN＝　64の行でitlミ1．98の際その
　　　価は5％の危険率で有意の差があるといい得る。
　そこで5月と7月の間のitl＝4．39で1．98より大である
故に5月と7月の平均凝集価の間に5％の危険率で有意の
差を認める。
　以上同様に　　　　　　　　　　　　　　　，
　2）5月と9月の聞
　F　・・　1．30でF分布表より二つの母分散の問に差は認めら
れない。更に
　5月と9月の2群の分散不偏推定量は
　　Uo・・O．399　従って
　　ltl＝1．20〈1．98（t分布表のN＝64より）
以上の如くなり，5％の危険率でこの両群即ち5月と，9月
の平均凝集価の問には有意の差は認められない。
　4）　7月と9月の問
　　F＝1，14〈1．492群の母分散の問に差はない。
　　Uo＝O．36
　1tl　＝2．88＞1．98
以上で5％の危険率で有意の差を認める。
　5）　7月と12月の間
　　F＝1．37〈1．492群の母分散の間に差は認められない。
　　Uo　＝O．3785
　1　t　i　＝　2．30＞1．98
以上で5％の危険率で有異の差をみとめる。
　6）　9月と工2月の聞
　　F＝1．20＜1．492群の母分散の間に差はない。
　　Uo＝　O．3go6
　　1ti　＝＝　O．372〈1．98
以上で2群の間に有意の差はない。
　そこで1），2），3），4），5）の推計学的検討を総括すると，5，
9，12月，即ち春秋冬においてその間に有意の差iはないが，
7月の夏には他の3季節に銘し著明に低下しているという
ことがいえる。　　　　　　　　　　　　　　　　　・
B．　日　　差
　健康人15名についての日差は表のとおりであり　（第2
表），大部分に日差を認め得るも，　しかしその変動は高々
　　　　　第2表寒冷血球凝集反応の日差
No．
??????????????????????????
名　前
五十〇
?????????????
??????????????
　　　　時　　　　　日
15／XII　［　17／XII　［　21／XII　1　25／XII
4〔倍）
4
8
8
2
2
8
2
8
2
2
8
4
8
16
?????? ?????? ? ??? ??
??????????????．????
???? ? ?? ?? ??
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2～3倍である。この日差についても推計学的に検討すると
　12月15日ク；）平1均凝i集イ亜＝4．6倍
　12月17日の平均凝集価＝5．1倍で
　　F＝1．07〈2．43　（F分布表N　・・　15のFの価は2．43で
　　ある）
従って二つの母分散の間に差はない。
更に
　Uo＝0．239　となり
　Itl＝O．71＜2．13　（t分布表でN・一　15の際t＞2．13の時
　　その価は5％の危険率で有意となる）
　　∴　5％の危険率でこの2群の間には有意の差は認め
　　　られない。
　以上の如く箆1表においては，試験管にして，1～2本の
差が認められるが，推計学的に有意の差は，各日の問に認
められない。
総 括
　寒冷血球凝集反応に季節的変動のあることにつ
いては，先入の報告も少なく，猪狩1’Tlが夏季に低
いと報じ，また石橋勘は季節的変動は認められな
いと述べているが，三等の実験は同一人の価の比
較でな：いため，はっき”りとした差異として論ずる
ことは難かしいのでなかろうか。私の実験におい
ては，64例の同一小児において明かに夏季におい
て凝渠価は低下し，季節的変動が認められた。日
差については，吉田1s）が圃レ動物に．おいて日によ
りなん等内因的素質なしに，変動すると述べてい
るが，私の実験においても試験管にして1～2本
の変動があったが，これを推計学的に検討すると，．
各日の価に有意の差は認められなかった。
結 論
　1）寒冷血球凝集反応の季節的変動を検討する
と，．夏季は他の季節に比して一般に低値を示し，
推計学的にも明かに有意の差を認めた。
　2）正常人における血球寒冷凝集価の日々の変
動は認められるが，推計学的に口差は認められな
い。
13）精狩：東北医学雑誌22，219（li召13）．
14）石橋：慶謄1医学雑誌22，（昭17）．
ユ5）吉田：北海道医誌5，476（昭2＞．
16）任：朝鮮医学誌66，121〔大正15）．
17）　伊藤：　　i＝ilsこ内不…1・学會齢　23，（10），　121　（ll召11）．
第2篇　肝障害時における寒冷血球凝集反慮
　寒冷血球凝集反応と肝臓機能については，臨床
的にはKleinが肝臓疾患時1こおける該反応の消長
を策し，凝集価の上昇することを報告し，任16）も
肝硬変患者の21例の過半数に反応の上昇を認め
られるも，他の肝臓疾患には，かかる上昇は認め
られないと報告し，前田IS’），伊藤17）も肝硬変症に
おいて本反応の異常）て進を認めている。一方実験
的に肝臓機能と本反応の関係についての報告も多
く，中村11），長佐古L’0）甲賀21）等の報告のごとく，
何れも肝機能と寒冷血球凝集反応との問に相関関
係のあることを認めている。
　しかして近年原発性非定型肺炎において，本反
応が極めて高く上昇する事実がMeikeljohnによ
り発表せられて以来，‘ {反応は本症診断の一手段
として注目せられており，当小児科の嘉戸L’2）もそ
の基礎的実験を行っている。
　そもそも原発性非定型肺炎は一・般に目覚症候軽
微で、’「レ」線の陰影により確診され得る疾患であ
り，肺の病理所見も間質性禰漫性肺炎力S主体をな
しているが，本疾患において肝臓及び細試織系統
の変調を来すことは殆ど認められないにもかかわ
らず，本疾患において該凝集価が極めて高価とな
るということは，一一・見不可解に思われる，
　ここで私は以上の点から，本反応と肝臓機能の
間の関係について，次の実験を行った。
実験材料及び実験方法
A．賓駿材料
　1）実験呪物は体重2kg前後の家兎を用いた。
　2＞血球は健；康家兎の血球2～3種を合せて1％生理的
食：塩7k浮遊液として用いた。これは各家兎の血球の被凝集
性に多少の個体差が認められるためである。
　3）肝臓毒としては20％四塩化炭素オレ7油，20％ク
ロ・ホルムォレ7油を用いた。
B．賓験方法
　1）寒冷血球凝集反応は札幌医科大学小児科術式を用い
18）前田：熊本医学雑誌6，7号，8．
19）中村＝朝鮮医学誌21，2号，51．
20）長佐古＝；lt海道医学誌20，1089（昭17）．
21）甲賀：慶慮医学23，403（昭18）．
22）　嘉戸：　」fL医糸己要2，17　（日召26）．
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た。
　2）1血清は原則として耳静脈より採取し，止むを得ぬ場
合は心臓穿刺を用いた。
　3）四塩化炭素，クロロホルムを家兎の腹腔または皮下
に注射し，注射後，12、24，48，72時問及び，4，5，7日
目の各凝集価を測定し，肝臓機能もその都度測定した。
　4）肝臓機能の測定はプロムサルフアレン試験，並びに
尿ウロビリノーゲン反応を用いた。
第4表　四塩化炭素（20％）1cq／kg腹腔内
　　注射の場合の寒冷血エ球凝集反応
　　　　　　　　　実験成績
A．正常家兎の寒冷血球疑集領について
　正常健康家兎の血清凝集価を25例について見ると，8～
128倍で16冷めものが最：も多く，14例を占めていた。本
実験においてはi家兎の凝集価は8～64倍のものを用いた。
B。家兎の肝臓機能障害時の塞冷血球疑集：反庶について
　1）四塩化炭素による場合：18匹の家兎を3群に分ち，
第1群に，20％四塩化炭素オレフVin　3　cc／kg，第2群に1
cc！kg，第3群に。．2　cc／kgを，第1，2群は腹腔内注射を，
第3群は皮下注射を行った。そして注射後，時間的経過に
従い，寒1制戯凝集反応，血清ブnムサルファレイン値，
及び尿ウ・ビリノーゲン反応を測定し，死亡したものは病
理解剖を行った。
　a）四塩化炭i素腹腔内注射の場合（3cc／kg）。　第3表の
No．2においては平常値32倍が注射後12時開目に64倍に
またNo．　3は24時階下に平常値の2倍の64倍に上昇した
のを認めたほかは，全く注射前，注射後にその価の変動は
認められなかった（第3表）。
N・・　1正面124酬48醐72・時間・・
??????????32????32 ????????32????32 ??
5日
32 ??
7日
32 ??
第5表　四塩化炭素（20％）O．2　ec／kg皮下注射
　　　　の場合の塞冷血球凝集反応
N。．1正常値
????〔???????? ????? ?
2前開148時間17歯間
?? ???←? ????? ???
4日 5日
16
’16
16
16
16
32
????????
7日
??? ???
第6表　クロロホルム（20％）3cc／kg腹腔注入
　　　　の場合の寒冷血球凝集反応
第3表四塩化炭素（20％＞3cc／kg腹腔内
　　注射の場合の寒冷血球凝集反応
No．
????? ???
正常値
?? ?
12時聞
???
24時間
???
48時開
死亡
32
16
72時間
死亡
4日 5日
N・正騨12時問：24圃48時間172酬・副・・
??????????????? ? ? ???? ??死亡
64
64
16
死亡
16
16
????
??
死亡
16 16 16
　b）四塩化炭素中等量腹腔内注射の場合第4表に示す
如く，No．9が48時閥目に16倍で原価の2倍に士昇した
が，72時問目には再び原価と等しくなったが，No．10も
No．9と同じく，48時闇の時のみ32倍に上昇しているに
れは平常値の2倍）。
c）四塩化炭素少量皮下注射の場合（0．2cc！kg）No．16の
みが48時…問後に原価の2倍1こ上昇し，72時聞には平常値
になっている。
　以上の3方法における実験成韻より見て，寒冷血球凝集
反応は注射前も注射後も殆ど変らない価を示した。
　2）ク・・ホルムの場合：家兎6匹を3群に分ち，第
1君曾こ20％クmロホルム3cc／kg，　第2群…壱こ2cc／kg置月室
注射し，第3群に0．2cc皮下注射し，凝集反応を検した。
　a）20％クロロホノレム大量注射の場合（3cc／kg）第6表
の如くNo．20が48時間目に原価の2倍に上昇し，48時三
目に平常値に復している外，変化は認められない。
　b）クロ・ホルム巾等量注射の場合（1．O　cc／kg）　2匹の
申何れにも注射前と注射後に変化はみとめられなかった
（第7表〉。
　c）ク・・ホルム少量皮下注射の場合（0．2cc／kg）注射
前と注射後に認むべぎ変化はなかった（第8表）。
　以上の如く，クロロホルムの注射によっても四塩化炭素
の時と同様に認むべき変化は見られなかった。
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第7表 クロロホルム（20％）1cc／kg台目室注入
の場合の塞冷血球凝集反応
No．
???
正常値；24・醐48醐17潮1・・i・日！・・
????? ??? ??? ??? ?????? ?????? ??????
第8表 クP・ホルム（20％）o．2cc／kg皮下注入
の場合の寒冷血球凝集反応
Ml正醐・4酬48醐72・1寺間
24 16 16 16
・則・・
16　1　1616
7日
16
C．肝臓機能障害時のプロムサルフアレイン測定値並びに
　　尿ウロビリノーゲン及照
　1）四塩化炭素大量腹腔内注同時には，ブ・ムサルファ
レィン値平均10％で，24時間後に著明の機能障害をみと
め，尿ウロビリノーゲン反応も強陽性を示している。7匹
の中2匹は24時間内に死亡している。
　2）四塩化炭素中等量腹腔注射後は3日同の測定値10～
30％を占め，ウロビリノーゲンは2匹に陽性となったが，
5匹の中1匹ej　IO日目で死亡している。5日目には最高
100％のプロムサルファレイン値を示している。
　3）四塩化炭素を極めて少量注射した場合には尿ウロビ
リノーゲン，肝臓のプロムサル7アレイン試験の陽性に出
たものはなく，家兎も食慾よく元気であった。
D．肝臓の病理學的所見
　質症例No．1と，中等症No．10の2例の病変について述
べる。
　重症の場合（No．1）
　著明の中心瀞脈を中心とする小葉のいわゆる中心性変性
壊死像を星し，強く冒された部ではその変性は，グリソン
氏鞘周囲にまて及んでおり一部出血性でまた複崩壊性で原
形質は泡沫状をなしており，血管壁も共に壊死に陥ってい
る。これが更にグリソン三十に近い部分は壊死に陥ってい
ない。肝細胞も殆どすべて多少共変性を起こしている。星
芒細胞は壊死像は不明となるが，周辺部では一部膨化，活
性化し，一部変性している。Sudan　IIIでは中心性脂肪変
性を示している。
　中等症の場合（No．10）
　中心瀞脈周辺セこ出血あり，中心性壊死の形をなしている。
更に小葉内の肝細胞の壊死が著明で泡沫状膨化している。
第9表　四塩化炭素注入時の肝臓機能
Q。????????
?????????
??????????????
　No．
＼　　肝機能
処置＼
注射前2日
注24時間
射　3日
後　5日
　No．　’
注射前2日
???24時間3日
5日
7日
10日
No．
注射前2日
???3日5日
7日
10日
17口
1
B．s．値　u，
5％以下
??15
?
（“）
（＋）
2
B．S．値
5％以下
3 4
u．　B．S．値l　u，　B．S．値　　u．
??15
?
〈一一）
（＋）
5％以下
10％
20％
死亡
9
c一）
（＋）
（＋）
5％以下
??10
?
。一）
（十）
　　5
B…値匝
5％以下
8 ????
く→ll％以下←）1，％L）J，下
　　6　　　1　　7
B堕［亜・二元ド
??10
?
（十）　10％　　（ナ）
　　30％　（＋）
　　40％　L　（＋）
11　　　1
??15
?
12
〈一一）
（一F）
5％以下 （一）　　　5％エリ、一F　　　　（一）
10％
30％
20／％
20％
??
??
??
??
?
?????
10％
80％
80％
死亡
↓?↓↓
5％以下　　〔一）
20％
100％
90％
死亡
Gう
???
5％以下　　（一）　5％以下
30％
40％
40％
30％
???????
20％
20％
30％
20％
↓↓↓↓↓?
　　13
昌％以五B・
5％以下
5％以下
5％以．ド
5％以．ド
5％以一F
（一）
（一う
く一）
（一）
（一）
　　14　1　15・％以下回・別下 　　　　16酬5％肝・→
10％以下
10％以下
10％以一ド
10％以下
10％以下
（一）
（一）
c一一）
（一）
（一）
10％以下
10％以下
10％以下
10％以下
10％以下
cO
（一）
（一）
（一）
（一）
5％以下
5％以下
5％以下
5％以下
5％以下
（一）
（一）
（一）
｛一）
（一）
　　17　！　18・％以下回・％・・下｛一）
5％以下
5％以下
5％以下
5％以下
5％以下
。一）
（一〉
（一）
（一）
〈・一．）
5％以下
5％以下
5％以下
5％以下
5％以下
（L）
（一）
（一）
（一）
（一）
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星芒細胞も膨化変性し，赤血球貧喰像あり，肝細胞の配列
が乱れている。脂肪染色により中心部に脂肪変性が強いが，
その他の部にも源満性散在性の脂肪浸潤がある。重症例の
それと比べればその変性過程は前者の定型的中心性脂肪変
性に比し，若干の変性過程の差があることは明らかである。
しかし何れにしても肝病変の主なるものは肝実質の変性壌
死と中心性脂肪変性にあると云える。
　　　　　　　　縮括・考按
　肝臓機能障害と寒冷血球凝集反応の間の関連性
については，古くから論議され，中村は四塩化炭
素，ヘバトキシン等の注射によりまた肝の一部切
除により，肝臓機能を障害すれば，寒冷血球凝集
反応は低下すると述べ，前田は家兎に燐または四
塩化炭素を注射するときには，寒冷血球凝集反応
の産生1”＃　一一時的に上昇すると述べ，長佐古も同様
に充進ずるという。また甲賀は四塩化炭素大量注
射により，本反応は低下し，少量注射により上昇
する．と報告している。ここでこれ等先入の報告の，
注射前と注射後の凝集価の消長を見ると，最高の
凝集価は長佐古の128倍を示している2例に過ぎ
ない。また注射前と注射後の間に凝集価2～4倍の
変動しか見られない。離って正常家兎血清の凝集
価について見ると，石橋は4～128倍でその中16
倍のものが最も多いといい，吉叶3＞は12～32倍，
岸は64倍，前田は8～12倍，と述べており，私
の実験では8～128倍を示している。さらに．吉田
の実験によると，この凝集価はなん等の内因的素
因なくして変動を見る。即ち日差（2～4倍まで）
をみとめるといい，私も正常人血清にて2～3倍
の日差を認めた。’
　以上のごとく考えると，本反応と四塩化炭素，
クロロホルム等の肝臓毒による肝臓機能障害との
間には，認むべき変化が見られないと考えられる。
結 論
　四塩化炭素及びクロロホルムによる家兎の肝臓
機能障害時において寒冷血球凝集反応の価には変
化が認められなかった。
（旧召禾029．8。7受f寸〉
Summary
　　1）　A　research　on　the　seasonal　variation　of　cold　hemagglutinin　titers　has　been
conducted．　As　a　result　it　was　revealed　that　in　summar　the　cold　hemagglutinin　titer　was
lower　than　in　other　seasons．　This　seasonal　difference　is　statistically　significant．
　　2）　The　daiJy　variation　of　coJd　hemagglutinjn　titers　jn　normal　human　serum　js
remarl〈able．
　　3）　No　change　was　observed　in　the　cold　hemagglutiminin　titers　in　rabbits，　of　which
livers　were　injured　with　carbon　tetrachloride　or　chloroforrn．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Aug．　7，　1954）
23）吉田：北海道医学誌5（3），16（ll召2）．
